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           編 集 後 記

 御承知の如 く化凝報告は本年 よh年6回 隔月刊行 となつ て 居 りま

す。幸い諸氏の御協力により順調に運び、藪 に31巻5号 を刊行致 しま

した。英交要 旨は去る6月5欝 及び6日 の爾日京都で行れました本研

究所業績発表講演会に於ける講演要 旨の前半であ ります。

 前号の後記でお報セしました 「投稿に関する注意書」が で き ま し

た。今後は特 にこの意書の規定に従つて投稿 されることを希望致しま

す。

 次垂には大岩氏の綜報を掲載の予定であhま す。

                          (小泉)
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          大 阪 府 高 槻市 古 曾 部

           京都大学化学研究所層
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